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《博士論文要旨および審査報告》
押山美知子　少女マンガジェンダー表象論
-　(男装の少女)　の造形とアイデンティティ
―
学位請求論文
―
Ⅰ
　論文要旨　　　　　　　　　押山美知子
本論は､(男装の少女)というヒロイン像を切り口に､
日本の少女マンガにおけるジェンダー表象がどのような形で構築され､どのような形に変容していったのかを探ることを主要な目的とするものである｡
(男装の少女)というヒロイン像は､日本における少女
向けストーリ ･ーマンガの第一号である､一九五三年｢少女クラブ｣一月号に掲載された手塚治虫　『リボ の騎士』のヒロイン･サファイヤに付与された設定であったが､読者の少 たちから強い支持を受け'以後､日本の少女マガというメディアの中で'今日 至るまで繰り返し描かれる定番のヒロイン像となって る｡(男装の少女)　 みならず､日本 少女マンガでは(男装の少女) 対になる(女
装の少年)　や､両性具有キャラクター'性が設定されない中性的キャラクターなど､異性装キャラクターのバリエーションは多彩であり､日本の少女マンガは　(性別越境)を一つのキーワードに発展してきたと言っても過言ではない｡これは言い換えれば日本の少女マンガがジェンダーを表象するメディアとして機能してきたということである｡主に十代の少女たちに向けて日本の少女マンガは7体どのような形でジェンダーを表象し始め､時代と もにどのような形に変化させていったのか｡特に' 論では現時点で専攻研究の数がまだ限ら ている絵画表現の分析､具体的に(男装の少女)というヒロイン 容姿造形を構成するジェンダ ･ーコードとなる表象記号に着目Lt　ど ような表象
記号の組み合わせ よってヒロイン像が描き出され いったのかという点に重点を置いた論考を試みていく｡
また本論は'(男装の少女)をヒロインとする個々の作
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品論を中心に構成されたものであるが､使用するテクスーはコミックス　(単行本)　に収録された版を用いつつ､なるべく雑誌掲載時の表現と照らし合わせることで'よ-実証的な考察が可能となるよう心掛けたものとなっている｡
本論の構成は､以下の通りである｡第一章｢(男装の少女)　キャラクターの出発点-手塚治
虫　『リボンの騎士』｣　では'(男装の少女)というヒロイン像の原初形態である手塚治虫　『リボンの騎士』　のヒロイン･サファイヤによって示される (性別越境)及び性差を'｢少女クラブ｣版､続編､リメイク版の三作品全てを取り上げて､その構造と変化について考察した｡｢少女クラブ｣版についての考察では､サファイヤの造形に影響を与
えたとされる宝塚歌劇の ｢男役｣とサファイヤのジェンダー表象比較を試みた｡
第二章｢『傍流』としての(男装の少女)-水野英子『銀
の花びら』　では'六〇年代に描かれた　(男装の少女)もの数点を対象に､それらの作品に見られるジェンダー表象の傾向を明らかにしていく｡とりわけ､戦後少女小説 影響関係､及び五〇年代半ばに全国各地で巻き起こった｢悪書追放運動｣との関連 焦点を当て 論じた｡本章の後半では､(男装の少女)というモチーフ アクセント的に作中に取り入れている水野英子『銀の花びら』　 おけるジェンダー表象につい '中心的に論じている｡
第三章｢(男装の少女)　の成長-池田理代子『ベルサイ
ユのばら』　は'七〇年代に描かれた　(男装の少女)ものに関する論考であるが､『リボンの騎士』　のサファイヤと並び立つ　(男装の少女)キャラクターの代名詞的存在である､池田理代子『ベルサイユのばら』　のヒロイン･オスカルによって提示された　(性別越境)とそのジェンダー表象に特に焦点を当て'分析した｡論の後半部ではt Fベルサイユのばら』　 連載してい 当時の　｢週刊マーガレット｣　に掲載された他作品を取り上げ､それら 作品におけるジェンダー表象についても言及 る｡
そして､｢(男装の少女)　の反復と再構築　その過程に潜
むもの｣では､オスカル以降の(男装の少女)キャラクターの変遷とジェンダー表象の変化につい 'ここ数年 傾向を踏まえた上で論じている｡
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本論文は､日本の少女マンガにおけるジェンダー表象が'
どのように構築され'どのように発展して現在に至っているかを､｢男装の少女｣というヒロインのイメージを切り口として､三章に分けて論じたものである｡
全体の構成は､目次･ じめに　(序章)･本論　(全三
辛)･終章' いう体裁を取っ いる｡全体の分量は､四〇〇字詰め原稿用紙に換算すると'約六五〇枚に当たる｡また'この他に別冊の たちで､A4版一四〇ページにのぼる　｢図版･表･参考資料｣　が各章に分けて付されている｡
まず序章では'日本の少女マンガが､ジェンダーを表象
する上で大きな役割を占 てきたことに触れ､符にその様相が顕著に表現される　｢男装の少女 い キャラクターを分析 ことの意義について述べて る｡
本論では､第一章｢『男装の少女』　キャラクターの出発
点-手塚治虫『リボンの騎士』｣で､そのヒロイン｢サファ
イヤ｣のジェンダー越境について分析し､第二章｢『傍流山としての　『男装の少女』-水野英子『銀の花びら』｣で､少女小説との比較や､『男装の少女』ものの空白期における水野英子ほか五人の作家の作品を分析し､第三章｢『男装の少女』　の成長-池田理代子『ベルサイユのばら』｣　で､そのヒロイン　｢オスカル｣　の造形やアイデンティティ獲得などについて論じている｡終章では､それらをまとめるとともに､現在のジェンダー表象 状況について述べてい ｡
別冊の　｢図版･表･参考資料｣は､本論中に引用された
少女マンガのキャラクターや場面の画像のコピーをほぼすべてにわたって収録したものである｡特に論中で色彩が問題にされている画像は､カ ーコピーで収録されている｡
注記が詳細で厳密であることも本論文の特色で､引用し
た作品の実際の掲載誌すべて 当 っており､また同時代評を網羅するなど､先行文献の少ないこ 領域での努力が推察される｡
ところで､現代文学と現代メディアは'きわめて密接な
関係にある｡そしてマンガ､特に少女マンガは､現代の文学環境においても､もっとも文学作品 近い分野であり､文学との相互影響関係 きわめて大きい｡したがって この論は､文学環境論として 評価することができ ｡日本文学文化の領域における論考とし 値を有すると判断す
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る｡
なおこの論者は､本研究科の修士論文においても､少女
マンガ論を提出し,高い評価を得て合格している｡少女マンガを扱った博士論文は､全国でもまだ数少ないと思われるが,本論文は多-の点において優れており､注目性を有すると考える｡
以下に本論各章の内容と評価について述べる｡第l章｢覇装の少女』キャラクターの出発点-手塚治
虫『リボンの騎士』｣では､まず第l節｢『男装の少女』の誕生｣で､日本最初の少女向け長編ストーリーマンガとして一九五三年にスタートした『リボ の騎士』が'手塚治虫が幼少の頃から親しんだ宝塚歌劇の影響下に生まれたものであることを､手塚の談話や文章から立証している｡
第二節｢サファイヤの造形｣では､『リボン 騎蓋の
ヒロインであるサファイヤの造形について分析する｡サファイヤは王女でありながら､政敵を打倒するためには男装し,騎士として剣をもって戦う｡しかしその容姿は'限'局,鼻､口､顔の輪郭'肌の色など'明瞭 女性的であり'男性を う時には､服装や持物や髪形を変える すぎない｡つまりサファイヤは､女性性の表象記号 優位に立つキャラクターであるというこ を､具体的な画像の引用 よって論じている｡
第三節｢サファイヤの『性別越境』｣では､この作品で
のジェンダ ･ートランスレーションが'天使と悪魔による｢女の心｣と｢男の心｣の争奪戦という､サファイヤの与り知らぬところで引き起こされているのであり､したがって基本的には身体的性差であるよりも精神的な性差が問題とされているということを述べている｡また'この性別越境の身体的･心理的変化を分析･分類し'それらを｢ジエンダl･コー ド｣としてま めている｡
第四節｢『性別越境』の果て｣では'サファイヤの眼の
画像が,内面的な男性性を表象しえていないことに注目し､サファイヤにはつねに'抑圧された内面的 女性性を解放することが求められている 分析する｡そしてここから'手塚治虫は既存のジェンダ を描き出 こ に力を注ぎ､ジェンダー･カテゴリーの構造的な問題には目を向け いなかった､という判断を行なっている｡
第五節｢『少女クラブ』版サファイヤと宝塚歌劇の『男
役』-『性別越境』に見る接点｣で 'これまで論じてきた手塚の最初の『リボンの騎士』(『少女クラブ』版)についてまとめ､これが堅剛･戦後の｢宝塚少女歌劇団｣において強制された､ジェンダーやセクシャリティについて考えたり,男性と交際したりすることを許さないという'家父長制社会の中の女性の倫理につながって る､と分析する｡すなわち手塚の描- ジェンダー コードは､身
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体を隠蔽され､内面的変容も許されない､つまり男性的価値観を脅かさないようなジェンダー秩序に組み入れられた表象だった'とするのである｡
第六節｢『リボンの騎士』　の新たなる展開-続編とリメ
イク版｣　では､二年後の続編と十年後のリメイク版について論じている｡掲載誌がいずれも　『少女クラブ』　よりも低年齢の読者層をもつ　『な よし』　であったことと､雑誌の版型がB5版からA4版へと大きくなったことの影響で､サファイヤの眼のハイライトが大 書き込まれ､その結果､男性性を表す｢知性｣ の表現 さらに困難 な-､女性性が強調されたこと､また服装における男女差が拡大されたことなど､『少女クラブ』　版のジェンダー･コードがさらに顕在化したこと ､多くの画像の引用 ともに指摘している｡
以上の第一章においては'日本の少女向け長編ストー
リーマンガの最初の作品である　『リボンの騎士』　 ､｢男装の少女｣という性別越境を措きながらも､そこにはつねに女性性の強調が行なわれており'時代的な'また宝塚的なジェンダー秩序から抜け出してい いということを'多くの画像や先行文献を具体的 引用し がら論じている｡こうした立論の鮮やかさと､論旨の明確さ'表現の 確さは､評価に値すると判断する｡
第二章｢『傍流』としての『男装の少女』-水野英子『銀
の花びら』｣　では､一九五〇年代前半に始まる　『リボンの騎士』　と一九七〇年代前半に始まる　Fベルサイユのばら』との中間の時期における　｢男装の少女｣ものの一種の停滞状況とその原因について述べ その中で注目される作品である水野英子『銀の花びら』　のキャラクター造形を分析している｡
第一節｢『男装の少女』　ものの空白期-黍明期少女マン
ガと戦後少女小説｣　では､l九五〇年代後半から六〇年代にかけて'男性作家の描いた初期少女マンガ 多-が､｢少女体験｣をもたない男性作家が戦後の少女小説を踏襲･模倣して創作したものであった､ということを指摘している｡そこでは､優 -心清らかな美少女'というヒロインの造形のもとで 彼女が貧しさや虐待や不幸 戦っい-､というス -ーリーが中心になっていたとする｡第二節｢『悪書追放運動』　と　『自主規制』｣　では､この時
期に､マンガの流行に圧迫された児童文学の関係者などによって､マンガ追放運動が｢悪書追放｣というかたちで展開され､その結果､良書イコール児童文学や ､悪書イコールマンガ'というよ な分類法 流布したこと､それに伴って出版レベルでのジェンダーやセクシャリティにかかわるマンガ表現 自主規制が行 われたことを述べている｡
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第三節｢空白期の　『男装の少女』　ものに見るジェンダー
表象｣　では､この時期にはサファイヤのように男女両方のジェンダーをもって活動するようなヒロインは登場せず､男の子のように｢活発｣な　『じゃじゃ馬キティ山　や､時として男のふりをして仕事をする　Fまぼろしチャオ』　のような少女たちが描かれたこと 指摘する｡作家は男性たちであり､ジェンダ ･ーコードを逸脱しないかたちで表現されていることが'多くの画像の引用によって説明されている｡
第四節｢少女小説的世界からの飛躍-水野英子『銀の花
びら』｣　では'この時期に登場した唯一の　｢男装の少女｣ものである　『銀の花びら』を分析 ている｡画像やストーリーの類似や作者自身のエッセイなど ら､ れが手塚の
『リボンの騎士山　に強-影響されていることを指摘しなが
ら､それとの差異につい 述べている｡ヒロ ン 　｢リリー｣は'男装して敵に立ち向かうが､すぐ 女であるとを見破られるという'身体的な性別越境の困難 少女だが､知性を身につけること 精神的な性別越境を試みようとする｡その際に 眼のハイライトが十字形にな ｡こうしたヒロイン造形は'少なくとも｢しとやかさ｣　や｢純粋無垢｣が強調される少女小説的世界からの飛躍を志向いたとする｡
以上の第二章においては､これまで論じられることの少
なかった少女マンガの受難の時代あるいは低迷期 ついて､
多くの文献や資料に基づいて検討し､そこから説得力のある論を構築していると見ることができる｡また､第一章から第三章への展開を論理的 説明し いるといえる｡
第三章｢『男装の少女』　の成長-池田理代子　Fベルサイ
ユのばらと　では'まず時代的な流れのなかで萩尾望都の作品を取り上げ､そして　『リボンの騎士山　のサファイヤ並ぶ有名な｢男装の少女｣キャラクターである池田理代子『ベルサイユのばら』　のオスカルについて詳細に分析して､
その　『性別越境』　の様相を､形態や内容などさまざまな領域から明らかにしようとしている｡
第一節｢週刊誌時代と新人マンガ家たち-萩尾望都『雪
の子』｣　では'一九六〇年代以降の週刊少女マンガ雑誌の隆盛に伴って､新人の女性マンガ家たちが続々と現れ､新しい方向性をもたらしたことについて述べている｡そして特に注目を浴びたいわゆる｢二十四 組｣ 一人 ある萩尾望都の　『雪の子』 の主 公の　｢少年 エミールについ分析する｡少年として育 エミールは､自分 体が成長しておとなの　(女の)　体になっていく 絶望して'十二歳の雪の日に自殺を企てるのだが'こ エミールの両性具有的な身体性について'画像や内容か の検証が行なわれる｡そして､少女の性の分化に対する不安を､少年の姿を借-て表現 いる点 も'こ 作品の意義を兄いだし
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具体的な例をあげて述べている｡
以上の第三章においては､『リボンの騎士』　連載開始か
ら二〇年をへた一九七〇年代の　『ベルサイユのばら』　が'時代的な背景の中で'女性作家による女性性の検討や性別越境の試みを行なっ 作品であるということを述べ､特にオスカルという｢男装の少 ｣を､画像的･物語的に詳細に分析している｡サファイヤとオスカルの比較検討は周到に行なわれ､ジェンダーの越境 いう点で 両者の差異が､明確 指摘さ ている｡
終章の　｢『男装の少女』　の反復と再構築　その過程に潜
むもの｣　では､オスカル以後の一九八 ･九〇年代の　｢男装の少女｣ものについて概観 ､特に 〇年代 木原敏江
『とりかえばや異聞』　や､九〇年代のさいとうちは　『少女
革命ウテナ』　に注目している｡
『とりかえばや異聞』　では､男装して男性的に振る舞う
遊女｢紫子｣　の身体的 性性と内面的男性性の両面がジェンダー･コードを超越するかたちで描かれ'『少女革命ウテナ』　では'男装を好む女子中学生の内面的女性性と性別越境への強い志向が表現されていると ル以後のキャラクターの発展を見ている｡
しかし現在では　｢男装の少女｣　は記号化された消費のた
めの装置となり'かつて少女マンガが新しいメディアとし
て提起された時のようなインバクーをもちえなくなっているのではないか､と論者は指摘して､まとめとしている｡
本論を全体として見ると､論者の意図は､これまで論じ
られることの少なかった少女マンガにおける異性装の問題に照明を当てることによって'ジェンダ ･ーコードや性別越境という現代のテーマを抽出し､さらに　｢女性｣という表現主体･表現客体 意味を究明しよう するものであったと考えることができる｡
こうした論者の意図は､本論文におい ､徹底した文献
調査による論証の赦密さや､画像 引用の的確 や'文章表現の明確さなどによって､あざやかに実現されていると見ることができ う｡
結論として､本論文は､学位論文として適正かつ優秀な
ものと判断される｡
以上が'審査報告である｡
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